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◆主な内容◆

・震災メモリアル

コンサート（報告）

都市交流をめぐるシンポ・
ジウム（報告）

神戸山手女子中高・

学園祭（報告）
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フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
に
よ
る
祈
り

コ
ン
サ
ー
ト
は
フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ
ム
に

よ
る
祈
り
か
ら
始
ま
っ
た
。
小
澤
氏
の
柔
ら
か

で
繊
細
な
指
揮
に
よ
り
三
宅
理
恵
さ
ん
が
美
し

い
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
い
終
わ
る
と
、
そ
の
ま
ま
数

十
秒
間
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

幕
あ
い
に
は
小
澤
氏
の
友
人
で
あ
る
建
築
家

の
安
藤
忠
雄
氏
が
「
神
戸
の
奇
跡
的
な
復
興
は

世
界
に
類
の
な
い
例
だ
ろ
う
。
今
日
の
音
楽
を

胸
に
ま
た
十
年
、
美
し
い
街
に
復
興
し
て
い
き

た
い

」
と
挨
拶
し
た
。

。

山
手
女
子
高
音
楽
科
卒
業
生
が
里
帰
り
演
奏

今
回
、
神
戸
山
手
女
子
高
等
学
校
音
楽
科
卒

業
生
の
三
木
香
奈
さ
ん
は
、
小
澤
氏
の
「
音
楽

」

。

塾

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ビ
オ
ラ
を
演
奏
し
た

（
以
下
の
文
章
と
写
真
は
、
朝
日
新
聞
二
〇
〇
五
年
十
月
十

五
日
夕
刊
十
面
の
記
事
よ
り
一
部
抜
粋
）

小
澤
氏
が
若
手
育
成
の
た
め
に
つ
く
っ
た

音
「

楽
塾
」
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
そ
の
一
員
で
ビ
オ
ラ

奏
者
の
三
木
香
奈
さ
ん

は
、
震
災
当
時
、

(
)

28

系
列
の
神
戸
山
手
高
校
音
楽
科
の
三
年
生
だ
っ

た
。
今
回
は
師
と
と
も
に
臨

里
帰
り
コ
ン
サ

む

ー
ト
と
な
る
。

三
木
さ
ん
は
姫
路
市
の
自
宅
で
震
災
を
体
験

し
た
。
高
校
の
同
級
生
に
電
話
を
か
け
続
け
た

、

、

。

が

２

３
日
は
誰
と
も
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

高
３
の
三
学
期
は
事
実
上
な
く
な
り
、
卒
業
式

が
唯
一
の
登
校
日
だ
っ
た
。
小
澤
氏
の
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
震
災
か
ら
２
カ
月
た
っ
た

年
３
月

95

。

、

に
開
か
れ
た

学
校
側
は
大
学
受
験
に
配
慮
し

高
３
に
は
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
を
告
げ
な
か
っ
た

た
め
、
三
木
さ
ん
は
聴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。卒

業
後
、
大
阪
市
の
大
学
に
進
学
し
、
３
年

前
に
小
澤
征
爾
音
楽
塾
に
入
っ
た
。

年新学科開設！2006
都市交流学科（大学）

キャリア・コミュニケーション

学科（短大）

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト
『
あ
の
日
を
忘
れ
な
い
』

十
年
前
と
同
じ
会
場
で

十
月
一
七
日
（
月

、
神
戸
山
手
大
学
・
短
期

）

大
学
体
育
館
で
、
小
澤
征
爾
氏
に
よ
る
震
災
メ

「

」

モ
リ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト

あ
の
日
を
忘
れ
な
い

が
開
催
さ
れ
た
。

十
年
前
の
一
九
九
五
年
三
月
二
二
日
、
小
澤

氏
は
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
を
励
ま
す
た
め
神

、「

」

戸
に
駆
け
つ
け

被
災
市
民
激
励
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
そ
の
演
奏
会
場
と
な
っ
た
の
が
今
回

と
同
じ
神
戸
市
中
央
区
諏
訪
山
町
の
神
戸
山
手

大
学
（
当
時
短
大
）
体
育
館
だ
っ
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
神
戸
市
の
「
震
災

十
年

神
戸
か
ら
の
発
信
事
業
」
の
一
環
と
し

て
企
画
さ
れ
た
も
の
。
当
時
と
同
じ
会
場
で
、

当
時
と
同
じ
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
歌
劇
「
セ
ビ
リ
ャ

の
理
髪
師
」
が
、
小
澤
氏
の
指
揮
に
よ
り
演
奏

さ
れ
た
。

今
回
演
奏
し
た
の
は
「
小
澤
征
爾
音
楽
塾
」

の
塾
生
た
ち
。
追
悼
と
激
励
の
音
色
に
、
無
料

で
招
待
さ
れ
た
市
民
約
一
二
〇
〇
人
が
耳
を
傾

け
た
。

鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手

小
澤
氏
の
指
揮
に
よ
る
約
一
時
間
の
演
奏

が
、
第
二
幕
「
フ
ィ
ナ
ー
レ
」
の
最
後
「
愛
と

誠
実
よ
、
永
遠
な
れ
」
で
終
え
ら
れ
る
と
、
会

場
に
は
盛
大
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
神
戸
山

手
女
子
中
高
・
短
大
の
卒
業
生
、
在
校
生
た
ち

か
ら
、
小
澤
氏
と
「
音
楽
塾
」
塾
生
等
に
感
謝

の
花
束
が
贈
ら
れ
た
。
い
つ
ま
で
も
鳴
り
や
ま

ぬ
拍
手
に
、
一
旦
退
場
し
た
小
澤
氏
ら
が
再
登

場
し
て
挨
拶
す
る
一
幕
も
見
ら
れ
た
。

冒
頭
、
思
い
を
語
る
小
澤
氏

演
奏
を
終
え
、
挨
拶
す
る
小
澤
氏
ら

三木香奈さん
朝日新聞 夕刊 面より2005.10.15 10

リ
ハ
ー
サ
ル
を
見
学
し
て

当
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
見

学
し
た
神
戸
山
手
女
子
高
校
音
楽
科
と
神
戸
山

手
短
大
表
現
芸
術
学
科
の
学
生
た
ち
は
、
小
澤

氏
ら
の
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
て
、
授
業

を
受
け
る
姿
勢
が
別
人
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
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第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

都
「

市
の
魅
力

神
戸
の
魅
力
」

第
二
部
で
は
神
戸
山
手
大
学
教
授
山
本
賢

治
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
椎
名
氏
ら

四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

「
震
災
後
十
年
の

、

総
括

「
神
戸
の
魅
力
・
長
所

「
こ
れ
か

」

」

ら
神
戸
を
ど
う
し
て
い
く
か
」
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を
交
換
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
椎

名
氏
が
神
戸
市
観
光
局
長
の
町
本
氏
に
議
論

を
吹
っ
か
け
た
場
面
だ
。

「
十
月
三
日
は
神
戸
観
光
の
日
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た
町
本
氏
に
対
し
、
椎
名
氏
は
「
十
月

三
日
が
神
戸
観
光
の
日
と
は
誰
も
知
ら
な
い

と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
何
な
ん
だ
ろ
う
と
思

何
と
か
の
日
』
と
看
板
掲

い
ま
す
ね

「

。
」

『

げ
た
っ
て
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
！

そ
れ
を
ど

」
と
、
安
易
な
行
政
の
や

う
思
い
ま
す
か
？

り
方
に
対
す
る
怒
り
を
含
ん
で
い
る
と
も
取

れ
る
疑
問
を
ぶ
つ
け
た
の
だ
。
ど
っ
と
会
場

が
沸
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
椎
名
氏
の
著
作
を
あ
る
程
度

知
っ
て
い
る
人
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
氏
の
反

骨
精
神
の
発
露
を
間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
も

期
待
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

都
市
交
流
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
魅
力
の
街

椎
名
氏
が
一
番
好
き
な
街
と
し
て
挙
げ
る

の
は
チ
リ
の
プ
ン
タ
ア
レ
ナ
ス
だ
。
パ
タ
ゴ

ニ
ア
（

不
毛
の
大
地
」
の
意
）
地
方
に
あ

「

、

。

、

り

人
口
は
五
万
ほ
ど

椎
名
氏
は
二
十
五

六
年
前
に
初
め
て
行
っ
て
以
来
、
六
、
七
年

お
き
に
ず
っ
と
行
っ
て
い
る
。
何
年
経
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
い
う
。

石
で
で
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
と
い
っ
た
街
は
石
で
造
ら
れ
て
い

る
。
道
は
石
畳
、
歩
道
も
家
の
壁
も
石
。
壁

が
石
だ
か
ら
隣
の
音
が
聞
こ
え
な
い
。
木
と

紙
と
草
で
で
き
た
日
本
の
家
と
対
比
的
だ
。

一
般
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
は
、
ま
ず
床
と

壁
を
石
で
造
り
、
窓
は
後
で
造
る
。
だ
か
ら

窓
は
小
さ
く
、
部
屋
は
暗
い
。
そ
の
暗
さ
が

安
ら
ぎ
の
要
素
だ
と
い
う
。

人
間
の
力
強
さ
、
自
由
を
感
じ
る
街
々

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
氏
の
好
む

。

、

街
だ

ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り

空
に
向
か
っ
て
伸
び
る
ビ
ル
群
に
人
間
の
力

強
さ
を
感
じ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
も
っ
と
フ

リ
ー
な
の
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
の

街
、
カ
ス
ト
ロ
。
世
界
で
初
め
て
同
性
愛
の

結
婚
を
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
流
れ
る

自
由
の
空
気
が
良
い
そ
う
だ
。

日
本
を
外
か
ら
見
る
と
・
・
・

日
本
は
、
住
居
周
辺
で
、
中
古
品
回
収
の

音
が
絶
え
ず
聞
こ
え
て
く
る
。
選
挙
運
動
も

う
る
さ
い
。
こ
ん
な
に
う
る
さ
い
の
は
先
進

国
で
は
日
本
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
犯
罪
だ
。

ま
た
世
界
の
中
で
日
本
は
非
常
に
明
る

い
。
宇
宙
か
ら
見
る
と
日
本
が
一
番
明
る
い

ら
し
い
。
日
本
人
は
蛍
光
灯
が
好
き
だ
が
、

そ
れ
は
よ
そ
の
国
で
は
工
場
の
明
か
り
で
あ

り
、
あ
る
意
味
貧
し
さ
の
表
れ
。
明
る
す
ぎ

る
の
は
カ
ッ
コ
ワ
ル
イ
と
い
う
こ
と
に
そ
ろ

そ
ろ
気
づ
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
電
線
が
ク
モ
の
巣
の
よ
う
で
汚

い
し
、
危
な
い
。
電
柱
は
交
通
事
故
の
原
因

に
な
る
。
よ
っ
て
地
下
に
埋
め
る
べ
き
。

看
板
が
多
す
ぎ
る
の
も
汚
い
。
た
く
さ
ん

あ
り
す
ぎ
て
誰
も
見
て
い
な
い
、
と
椎
名
さ

ん
は
指
摘
す
る
。

神
戸
山
手
大
学
・
短
期
大
学
は
、
来
春
の

「
都
市
交
流
学
科

「
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ミ
ュ

」

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」
設
置
を
記
念
し
て
、

十
月
二
日
（
日

「
都
市
交
流
を
め
ぐ
る
シ

）
、

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
第
一
部
は
作

家
椎
名
誠
氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
ま
ち
の
魅

力
を
語
る

、
第
二
部
は
「
都
市
の
魅
力

」

神
戸
の
魅
力
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
椎
名
氏
の
他
、
小
林

郁
雄
・
同
大
教
授
、
町
本
欣
信
・
神
戸
市
生

活
文
化
観
光
局
長
、
村
上
和
子
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
神
戸
グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
理
事
長
ら
が
参

加
。
会
場
に
は
五
百
人
あ
ま
り
の
聴
衆
が
詰

め
か
け
た
。

「

」

第
一
部

基
調
講
演

ま
ち
の
魅
力
を
語
る

正
し
く
な
い
話

正
し

椎
名
氏
は
冒
頭
「
今
日
は
あ
ん
ま
り

、
、

話
を
ち
ゃ
ん
と
し
ま
す
」
と
切
り
出

く
な
い

、
、
、

し
た
。
こ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
た
ぶ
ん

正
し
い
話
が
い
ろ
い
ろ
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
か
ら
、
と
。
会
場
に
集
ま
っ
た
人
々
が
主

と
し
て
聴
き
た
か
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
「
正

し
く
な
い
」
話
。
椎
名
氏
は
そ
れ
を
ち
ゃ
ん

と
分
か
っ
て
く
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

第 回 (神戸山手大学・短期大学）45 諏訪山祭
月 日(土)・ 日(日)11 12 13

マーベラス ！今年のテーマは M uarvelo s（ ）

･･･････････････････････････････････

ホームカミングデー神戸山手大学・短期大学

月 日（土） ～11 12 13:00
卒業生の方々、母校の「今」を体験してください。

◆卒業生受付（入退場自由・無料、事前申込不要）

環境文化学科，教養学科 １号館３１４

英語文化学科(旧英文学科) １号館３Ｆ合研

503日本語･日本文化学科(旧国文学科)１号館

その他の学科卒業生 友松会館

尚、受付で大学祭模擬店で使える金券をお渡し

しますので、ぜひご利用下さい。

◆ホームカミングデー 友松会特別企画

「ﾃﾞｭｰｸ更家のｽﾀｲﾘｽﾄによるｳｫｰｷﾝｸﾞ･ｴｸｻｻｲｽﾞ」

友松会館にて11 12 13:00月 日（土） ～

：( ) （先着 名）TEL 078 341-0167 40

ラ
フ
な
格
好
で
登
場
し
た
椎
名
氏

中１のマスゲーム

町
本
氏
を
見
つ
め
る
椎
名
氏

神
戸
山
手
女
子
中
高
で
学
園
祭

神
戸
山
手
女
子
中
学
・
高
校
で
は
、
学
園
祭
と

し
て
九
月
十
六
、
十
七
日
に
文
化
祭
・
バ
ザ
ー
、

十
月
一
日
に
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
勢
の

ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
て
、
学
校
が
一
番
に
ぎ
わ
う

。

。

季
節

バ
ザ
ー
で
は
千
名
以
上
の
お
客
様
が
来
校

生
徒
た
ち
も
張
り
切
っ
て
発
表
に
模
擬
店
に
活
躍

し
、
快
晴
の
も
と
、
楽
し
い
秋
の
ひ
と
時
が
終
わ

っ
た
。

（
神
戸
山
手
女
子
中
学
・
高
校

佐
々
木
誠
）

神戸山手大学・短期大学

神戸山手女子中学・高等学校
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